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元
好
問
と
道
教

高
橋

幸
吉

一
、
は
じ
め
に

筆
者
は
以
前
、
拙
論
「
元
好
問
輿
備
教
l

以
嵩
山
時
期
第
中
心
」
に
お
い
て
、
元
好
聞
の
仏
教
に
対
す
る
態
度
を
考
察
し
た
。
そ
の
結

-54-

論
と
し
て
以
下
の
三
点
を
得
た
。
第
一
に
、
元
好
聞
は
仏
教
徒
と
の
交
遊
が
多
い
が
、
詩
文
の
唱
和
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
士
大
夫

同
士
の
交
遊
と
異
な
る
点
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
第
二
に
、
し
ば
し
ば
寺
院
を
訪
問
し
宿
泊
し
て
い
る
が
、
祭
事
や
法
要
な
ど
の
行
事
に
つ
い

て
全
く
記
し
て
お
ら
ず
、
宗
教
的
行
為
に
対
す
る
関
心
が
希
薄
で
あ
る
。
第
三
に
、
僧
侶
や
寺
院
に
撰
し
た
文
章
で
は
、
儒
教
思
想
の
観
点

か
ら
こ
れ
を
評
価
す
る
こ
と
が
多
い
。
故
に
元
好
聞
は
知
識
と
し
て
仏
学
を
吸
収
し
詩
論
に
援
用
す
る
も
の
の
、
そ
の
宗
教
的
側
面
に
は
関

心
が
な
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。
本
稿
で
は
こ
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
元
好
問
の
道
教
に
対
す
る
態
度
を
考
察
す
る
。

元
好
聞
は
「
遺
山
長
膨
」
、
「
遺
山
道
（
心
」
等
と
署
名
し
た
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
娘
が
女
冠
に
な
っ
て
い
（
か
と
い
う
点
で
、
元
好
問
と

道
教
と
の
関
係
は
親
し
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
で
は
元
好
間
と
道
教
徒
と
の
交
遊
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
道
教
に

対
し
て
い
か
な
る
感
情
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
そ
の
交
遊
の
様
子
を
整
理
し
、
つ
ぎ
に
道
教
関
連
の
文
章
に
現
れ
た
元
好
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間
の
道
教
観
、
特
に
全
真
教
に
対
す
る
態
度
を
検
討
す
る
。
前
掲
の
拙
論
と
併
せ
て
、
宗
教
・
思
想
に
対
す
る
元
好
問
の
態
度
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

二
、
金
朝
滅
亡
前
に
お
け
る
道
士
と
の
交
遊

幼
少
期
に
お
い
て
、
元
好
問
と
道
士
と
の
接
点
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
い
。
元
好
問
は
幼
少
時
の
記
憶
を
文
中
に
記
す
こ
と
が
あ
る
が
、

道
士
や
道
観
に
関
す
る
記
述
は
全
く
な
い
。
実
父
の
元
徳
明
は
幼
い
元
好
聞
を
連
れ
て
歩
い
た
が
、
そ
の
中
に
道
観
は
な
か
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
郷
里
の
折
州
に
は
天
慶
観
と
い
う
道
観
が
あ
り
、
晩
年
に
「
折
州
天
慶
観
重
建
功
徳
記
」
（
巻
三
十
五
）
を
書
い
て
い
る
が
、
撰

文
を
依
頼
さ
れ
る
ま
で
は
こ
こ
の
道
士
と
の
交
遊
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
科
挙
受
験
か
ら
及
第
、
国
史
院
へ
の
出
仕
、
嵩
山
隠
棲
の
時

戸
、J

戸
、J

期
、
二
十
代
か
ら
三
十
八
歳
に
か
け
て
、
道
士
と
の
接
点
が
よ
う
や
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
文
献
上
で
確
認
で
き
る
交
遊
が
あ
っ
た
道

士
の
う
ち
、
元
好
聞
が
最
も
早
く
知
り
合
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
は
孫
伯
英
と
秦
志
安
で
あ
る
。

孫
伯
英
は
太
学
出
身
で
あ
り
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
身
を
隠
す
た
め
に
道
士
と
な
っ
た
。
だ
が
こ
れ
は
身
を
隠
す
手
段
で
あ
り
、
真
に

道
教
に
帰
依
し
た
の
は
四
十
歳
を
過
、
ぎ
て
か
ら
だ
っ
た
。
元
好
問
は
二
十
代
後
半
に
彼
と
面
識
を
得
た
。
正
大
七
年
（
一
二
三
O
）
に
没
し
、

元
好
聞
は
墓
銘
を
書
い
て
い
る
。
彼
と
の
付
き
合
い
は
、
同
じ
士
大
夫
階
級
に
属
し
て
共
通
の
教
養
を
有
す
る
者
同
士
の
繋
が
り
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
道
士
と
の
交
遊
と
い
う
意
識
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
そ
の
墓
銘
も
道
教
に
関
す
る
記
述
は
極
め
て
乏
し
く
、
上
記
の
事
件
の

経
緯
以
外
に
は
「
嵩
山
を
訪
れ
た
客
が
『
伯
英
は
本
当
に
道
士
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
』
と
言
っ
た

失
』
）
」
と
い
う
一
文
以
外
、
道
教
に
関
す
る
内
容
は
た

ω
oあ
る
士
大
夫
の
一
生
を
簡
潔
に
記
し
た
文
章
、
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。

秦
志
安
の
父
秦
略
は
、
嵩
山
で
元
好
問
と
詩
酒
の
娯
し
み
を
共
に
し
た
友
人
で
あ
つ
が

o

秦
志
安
は
父
の
死
後
、
嵩
山
の
少
室
山
に
遊
ん

（
客
有
来
山
松
山
者
云
『
伯
英
虞
矯
黄
冠
師(240) 



だ
が
、
元
好
聞
は
彼
と
あ
ま
り
会
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
友
人
の
子
と
い
う
位
置
づ
け
に
過
ぎ
ず
、
彼
と
の
交
遊
は
さ
ほ
ど

親
し
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
二
人
は
友
人
、
知
人
が
た
ま
た
ま
道
士
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
彼
ら
と
の
交
遊
に
お
い
て
、
道
士
と
の
交
遊
と
い
う
特
別
な
意
味

合
い
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
時
期
の
元
好
問
は
道
士
の
友
人
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
道
教
に
対
し
て
も
全
く
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
嵩
山
は
仏
道
二

教
の
聖
地
で
あ
る
が
、
元
好
聞
が
こ
の
地
に
隠
棲
し
て
い
る
聞
に
通
っ
た
の
は
、
専
ら
寺
院
で
あ
っ
た
。
道
観
や
道
教
関
係
の
場
所
に
行
っ

た
と
い
う
記
述
は
、
僅
か
に
一
例
、
三
十
一
歳
の
六
月
に
雷
淵
・
李
献
能
・
王
渥
と
少
摸
廟
に
立
ち
寄
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
道
士
と
の
交
遊

が
増
え
る
の
は
、
金
朝
滅
亡
以
降
、
山
東
に
移
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

三
、
金
朝
滅
亡
後
に
お
け
る
道
士
と
の
交
遊

天
興
二
年
（
一
二
三
三
）
に
亦
京
が
陥
落
し
、
元
好
問
ら
政
府
の
官
僚
や
知
識
人
た
ち
は
山
東
の
柳
城
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
元
好
問

は
何
人
も
の
道
士
と
知
り
合
っ
て
い
る
。
山
東
の
漢
人
万
戸
公
厳
実
の
支
配
地
域
で
は
道
教
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
全
真
教
が
広
く

信
徒
を
集
め
て
い
た
。
こ
れ
は
厳
実
が
領
民
の
順
撫
な
ど
の
政
治
的
理
由
に
よ
り
、
全
真
教
と
接
近
し
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

僧
侶
と
違
っ
て
、
金
末
元
初
の
道
士
に
は
詩
文
に
打
ち
込
ん
だ
人
物
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
元
好
聞
か
ら
詩
を
送
っ
た
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
互
い
に
詩
文
の
や
り
と
り
を
し
た
道
士
は
い
な
か
っ
た
。
故
に
元
好
問
の
文
集
を
通
覧
し
て
も
、
道
士
の
印
象
は
僧
侶
ほ
ど
強
く

は
な
く
、
ど
の
程
度
の
交
遊
が
あ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
人
物
が
多
い
。
散
文
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
交
遊
の
な
い
人
物
が
知
人
を
介
し
て
撰

文
を
依
頼
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
仏
教
に
関
す
る
文
章
と
同
じ
く
、
晩
年
に
文
名
が
高
く
な
っ
た
元
好
問
の
も
と
へ
、
様
々
な
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人
々
が
撰
文
を
依
頼
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

道
士
や
道
観
に
関
係
す
る
詩
文
と
し
て
は
、
柳
城
に
移
っ
た
翌
年
に
「
清
異
観
記
」
（
巻
三
十
五
）
を
書
い
て
い
る
。
以
降
、
最
晩
年
に

至
る
ま
で
一
1

二
年
に
一
篇
の
頻
度
で
道
教
関
連
の
詩
文
を
書
き
、
道
士
と
は
終
生
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
ち
続
け
た
。
文
章
を
依
頼
す
る

だ
け
の
関
係
が
大
半
で
、
交
友
関
係
が
認
め
ら
れ
る
人
物
は
少
な
い
。
柳
城
で
知
り
合
っ
た
何
道
士
は
、
元
好
聞
が
冠
氏
に
移
っ
て
か
ら
も

こ
れ
を
尋
ね
て
行
き
、
数
年
に
渡
る
交
遊
が
確
認
で
き
る
。
詩
を
送
っ
た
り
、
彼
か
ら
怪
異
な
話
を
聞
い
た
り
し
て
い
る
が
、
相
互
に
詩
文

を
唱
酬
し
た
交
遊
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
元
好
聞
が
最
も
親
密
な
交
友
関
係
を
持
っ
た
道
士
は
、
活
園
蟻
と
劉
紫
微
で
あ
る
。
活
圏
蟻
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
の
で
、
ま
ず
は
劉
紫
微
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

劉
紫
微
の
名
は
元
好
問
五
十
一
歳
（
一
二
四

O
年
）

す
ず
や

の
作
「
九
日
讃
書
山
に
て
陶
詩
の
「
露
は
凄
し
く
陪
一
風
息
み
、
気
は
清
く
天
は
瞭

-57-

明
な
り
』
を
用
い
て
韻
と
矯
し
十
詩
を
賦
す
」
（
巻
二
）
に
初
め
て
見
え
る
。
元
好
問
の
故
郷
折
州
の
隣
の
定
裏
の
人
な
の
で
、
こ
の
詩
の

前
年
に
二
十
数
年
ぶ
り
の
帰
郷
を
し
て
以
降
に
知
り
合
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
劉
紫
微
は
道
士
で
あ
る
と
と
も
に
画
家
で
あ
り
、
元
好
聞
は

彼
と
最
晩
年
ま
で
交
遊
を
持
っ
た
。
そ
の
交
遊
は
親
し
い
僧
侶
と
の
交
遊
と
同
じ
く
、
文
人
同
士
の
付
き
合
い
と
い
っ
た
色
彩
が
強
い
。
こ

の
詩
の
第
十
首
で
は
仙
人
に
関
連
す
る
言
葉
で
彼
を
形
容
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
語
句
以
外
に
は
、
二
人
の
交
遊
に
道
教
的
色
彩
は
見
ら

れ
な
い
。
劉
が
絵
を
描
き
元
好
間
が
こ
れ
に
題
政
や
題
画
詩
を
寄
せ
る
と
い
う
、
道
教
よ
り
も
絵
画
を
媒
介
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
に
元
好
聞
が
同
族
と
見
な
す
二
人
の
人
物
、
寂
然
と
元
明
道
が
い
る
。
二
人
と
元
好
問
と
の
血
縁
上
の
親
疎
は
不
明
で
、
近
い
親

戚
で
幼
少
時
な
い
し
は
青
年
時
か
ら
知
っ
て
い
た
の
か
、
後
年
に
知
り
合
っ
た
同
姓
の
人
物
に
過
、
ぎ
な
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
寂
然
は
文

集
で
は
二
箇
所
に
名
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
元
好
問
の
親
友
辛
思
と
も
知
り
合
い
で
あ
り
、
彼
を
「
小
功
兄
」
（
小
功
は
寂
然
の
字
）

と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
元
好
間
と
は
早
く
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
元
明
道
は
揮
源
の
奉
先
観
の
道
士
で
、
同
姓
の
友
人
で
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あ
り
、
詩
を
送
っ
た
り
奉
先
観
に
宿
泊
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
と
は
時
に
道
教
の
教
え
に
つ
い
て
論
じ
た
り
、
彼
ら
を
通
じ
て
他
の

道
士
が
撰
文
を
依
頼
し
た
り
す
る
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
。

四
、
元
好
問
と
沼
園
蟻

金
朝
滅
亡
後
に
元
好
聞
が
最
も
親
し
く
交
遊
し
た
道
士
は
、
全
真
教
徒
の
沼
園
犠
で
あ
ろ
う
。
両
者
が
知
り
合
っ
た
の
も
、
汗
京
陥
落
後

に
元
好
聞
が
山
東
へ
身
柄
を
移
さ
れ
た
後
で
あ
る
。
そ
の
後
、
元
好
問
は
厳
実
の
庇
護
の
下
、
東
平
府
学
で
後
進
の
教
育
に
当
た
っ
た
。
蒙

元
初
期
に
お
い
て
、
東
平
府
は
こ
の
地
域
の
軍
事
・
政
治
・
文
教
政
策
を
担
っ
た
地
方
政
権
の
拠
点
で
あ
る
。
活
園
蟻
は
一
二
二
六

1

三
七

年
の
足
か
け
十
二
年
に
渡
っ
て
東
平
の
上
清
万
寿
宮
に
住
み
、
こ
の
一
帯
を
回
っ
て
布
教
な
ど
の
教
団
活
動
に
従
事
し
な
が
ら
、

一
方
で
は

東
平
幕
府
に
出
仕
し
、
そ
の
政
策
に
も
関
与
し
て
い
る
。
二
人
が
い
つ
面
識
を
得
た
の
か
詳
し
い
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
二
三
七
年
に

活
園
犠
の
依
頼
で
「
活
文
正
公
翼
賛
」
（
巻
三
十
八
）
を
書
い
て
お
り
、
汗
京
陥
落
後
三
、
四
年
の
内
に
知
り
合
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

以
降
元
好
問
は
東
平
府
を
訪
れ
た
際
に
は
、
必
ず
上
清
万
寿
宮
に
逗
留
し
て
い
る
。

活
園
蟻
と
の
交
遊
が
極
め
て
特
殊
で
あ
る
の
は
、
頻
繁
に
行
き
来
し
て
そ
の
居
所
に
宿
泊
す
る
な
ど
、
極
め
て
親
密
な
交
遊
を
し
て
い
な

が
ら
、
両
者
の
聞
に
は
詩
文
の
唱
酬
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
の
拙
論
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
元
好
問
は
親
密
に
交
遊
し
た
僧

侶
と
は
、
必
ず
詩
文
の
唱
酬
を
し
て
い
る
。
だ
が
沼
園
蟻
の
詩
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
元
好
問
も
彼
の
詩
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ

て
い
な
い
。
活
園
蟻
自
身
は
科
挙
を
目
指
し
た
こ
と
も
あ
る
知
識
人
で
あ
り
、
恐
ら
く
詩
を
作
る
こ
と
は
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
元

好
間
が
彼
に
詩
文
を
送
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
彼
か
ら
送
っ
た
と
い
う
記
述
は
文
集
中
に
見
え
な
い
。
沼
田
蟻
は
文
学
と
い
う
共
通
項
に
拠

ら
ず
に
元
好
問
と
親
し
く
交
際
し
た
、
唯
一
の
宗
教
者
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
（
凶

o

(237) -58-



で
は
元
好
問
と
沼
園
犠
を
結
び
つ
け
て
い
る
共
通
項
は
何
だ
っ
た
の
か
。
元
好
聞
は
沼
園
蟻
の
如
何
な
る
点
に
惹
か
れ
た
の
か
。
元
好
問

は
詩
文
中
で
沼
の
人
柄
を
詳
述
せ
ず
、
彼
の
逸
話
や
彼
と
の
会
話
を
記
し
て
い
な
い
の
で
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
当
時
同
じ
く
東
平
幕
府
に

仕
え
た
宋
子
貞
が
書
い
た
沼
の
墓
誌
銘
に
、
彼
の
生
い
立
ち
ゃ
人
物
像
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
材
料
に
見
て
い
こ
う
。

公
の
語
は
園
犠
、
姓
は
沼
氏
、
競
は
玄
通
子
、
寧
海
の
人
で
あ
る
。
：
・
母
親
を
亡
く
し
た
時
は
、
墓
の
側
に
仮
小
屋
を
建
て
〔
て
喪

に
服
し
〕
た
。
父
を
亡
く
し
た
時
は
、
喪
服
を
着
て
毎
日
一
回
〔
墓
所
に
〕
行
き
、
大
風
や
大
雨
で
も
こ
れ
を
や
め
な
か
っ
た
。
幼
く

し
て
儒
学
を
学
び
、
書
物
を
渉
猟
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
が
、
そ
の
要
点
に
通
じ
る
こ
と
に
務
め
る
だ
け
だ
っ
た
。
（
公
韓
国
蟻
、
姓
沼

氏
、
競
玄
通
子
、
寧
海
人
。
：
・
居
母
喪
、
露
庭
墓
側
。
父
喪
、
具
凶
服
、
日
一
往
、
雄
大
風
雨
不
避
。
幼
業
儒
、
喜
渉
獄
書
停
、
務
通

宋
子
貞
「
普
照
異
人
玄
通
子
沼
公
墓
誌
銘
」
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大
義
而
己
。
）

公
は
人
柄
が
快
活
で
正
義
を
尊
ぴ
、
他
者
を
救
う
こ
と
に
忙
し
く
、
悪
を
憎
む
心
が
と
て
も
強
く
、
世
を
救
う
志
が
あ
る
者
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
暇
な
折
り
に
は
談
笑
し
、
人
を
惹
き
付
け
て
敬
愛
さ
れ
た
が
、
一
つ
で
も
〔
道
理
に
〕
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
面
と

向
か
っ
て
論
争
し
、
少
し
も
譲
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
だ
が
と
に
か
く
胸
中
に
わ
だ
か
ま
り
が
な
い
の
で
、
言
葉
が
率
直
で
あ
っ
て

も
、
人
々
は
〔
沼
園
蟻
の
発
言
を
〕
他
者
を
攻
撃
す
る
も
の
だ
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
人
と
の
交
際
に
は
誠
実
さ
を
尽
く
し
、
困
窮
す

る
者
を
助
け
、
金
銭
を
軽
視
す
る
こ
と
糞
土
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
士
大
夫
と
交
遊
す
る
こ
と
を
好
み
、
い
汗
梁
が
陥
落
し
て
か
ら
は
、
士

大
夫
で
黄
河
を
渡
っ
て
〔
東
平
府
に
〕
や
っ
て
来
た
人
々
の
多
く
が
彼
を
頼
っ
た
。
玄
学
に
最
も
精
通
し
、
不
可
思
議
な
術
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
口
に
し
な
か
っ
た
。
（
公
篤
人
開
朗
尚
義
、
汲
汲
於
済
物
、
而
疾
悪
之
心
太
重
、
若
将
有
志
於
世
者
。
閑
暇
談
笑
、
直
且
査
(236) 



可
愛
、

一
有
不
合
則
面
折
力
争
、
難
古
宅
髪
不
貸
。
要
之
胸
中
無
滞
擬
、
故
言
難
切
直
、
人
不
以
矯
許
。
輿
人
交
必
蓋
誠
、
振
乏
急
難
、(235) 

軽
財
知
糞
土
。
山
仰
木
従
士
大
夫
瀞
、
汗
梁
既
下
、
衣
冠
北
渡
者
多
往
依
罵
。
尤
遼
於
玄
学
、
紳
怪
幻
惑
之
術
略
不
掛
口
。
）

同
前

も
と
も
と
は
儒
家
の
教
育
を
受
け
、
父
母
の
喪
に
際
し
て
孝
行
を
尽
く
す
な
ど
、
非
常
に
儒
家
的
な
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
正
義
感
が
強
く
、

道
士
で
あ
り
な
が
ら
社
会
へ
の
関
心
を
持
ち
、
世
俗
を
離
れ
て
隠
遁
を
志
向
す
る
従
来
の
道
士
と
は
全
く
違
っ
た
性
格
を
持
つ
。
さ
ら
に
は

誠
実
な
人
柄
で
あ
る
う
え
に
怪
し
げ
な
ま
じ
な
い
を
口
に
し
な
い
な
ど
、
元
好
聞
が
高
く
評
価
す
る
要
素
を
ほ
と
ん
ど
兼
ね
備
え
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
。
元
好
問
自
身
も
親
友
辛
思
の
全
真
教
評
価
を
引
用
し
な
が
ら
、
活
圏
犠
に
つ
い
て
は
そ
の
評
価
が
妥
当
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る

私
の
兄
寂
然
も
全
真
教
徒
で
あ
り
、
私
は
以
前
彼
に
「
あ
な
た
方
の
教
え
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
」
と
問
、
っ
た
。
寂
然
は
女
九
野-60-

人
辛
思
の
言
葉
を
挙
げ
て
こ
う
言
っ
た
。
「
全
真
教
は
、
そ
の
謙
虚
さ
は
儒
家
の
よ
う
で
、
そ
の
刻
苦
勉
励
は
墨
家
の
よ
う
で
、
そ
の

修
行
は
禅
宗
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
泰
然
と
し
て
無
欲
な
様
子
は
ま
た
、
太
古
の
海
沌
氏
の
術
を
な
す
者
の
よ
う
で
も
あ
る
。
」
私
は

黄
河
を
北
に
渡
つ

〔
て
山
東
に
来
〕
て
か
ら
、
沼
錬
師
と
の
交
遊
は
す
で
に
長
い
が
、
辛
思
の
言
葉
は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
（
予
小

功
兄
寂
然
亦
潟
全
員
道
、
予
嘗
問
「
子
之
道
奈
何
。
」
寂
然
奉
女
九
野
人
辛
思
敬
之
之
言
日
「
全
農
家
、
其
謙
遜
似
儒
、
其
堅
苦
似
墨
、

其
修
習
似
稿
、
其
塊
然
無
替
、
又
似
夫
矯
揮
沌
氏
之
術
者
。
」
予
北
渡
後
、
従
錬
師
瀧
既
久
、
蓋
以
敬
之
之
言
篤
然
。
）

巻
三
十
五
「
太
古
観
記
」



全
真
教
は
道
教
の
一
派
で
あ
り
な
が
ら
、
儒
・
墨
・
仏
の
長
所
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
元
好
問
は
沼
国
蟻
と
の
交
遊
を
通
し

て
確
認
し
た
。
加
え
て
宋
子
貞
に
よ
る
墓
誌
銘
か
ら
読
み
取
れ
る
沼
国
犠
の
人
物
像
は
、
経
世
済
民
の
気
概
を
持
つ
士
大
夫
と
酷
似
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
業
績
も
、
東
平
幕
府
の
政
策
に
関
与
し
た
り
、
多
く
の
民
衆
を
救
う
べ
く
行
動
し
た
り
と
、
儒
家
の
目
指
す
と
こ
ろ
と
一

致
す
る
。
無
論
民
衆
の
救
済
は
彼
の
独
断
で
は
な
く
、
全
真
教
の
教
団
運
営
に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
彼
個
人
の
思
惑
の
み
で
行
わ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
点
を
考
慮
し
て
も
、
彼
の
人
格
や
業
績
は
儒
家
の
観
点
か
ら
見
て
も
非
の
打
ち
所
が
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
行
動
の
根
本
に
あ
る
論
理
が
、
儒
教
思
想
で
は
な
く
全
真
教
で
あ
る
と
い
う
点
を
除
い
て
、
彼
は
儒
家
的
教
育
を
受
け
た
士
大
夫
の
理

想
を
体
現
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
に
元
好
間
も
惹
か
れ
、
活
園
犠
と
親
し
く
交
際
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
辛
患
の
発
言
が
全
真
教
に
関
す
る
評
価
で
あ
る
の
に
対
し
、
元
好
聞
は
こ
の
評
価
を
沼
園
犠
個
人
に
対
し
て
認
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め
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
他
の
文
章
か
ら
は
、
元
好
聞
が
全
真
教
に
対
し
て
か
な
り
醒
め
た
視
線
で
眺
め
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。

五
、
全
真
教
に
対
す
る
観
察

元
好
聞
の
文
集
を
通
覧
す
る
と
、
彼
は
道
士
一
般
に
対
し
て
あ
ま
り
好
意
を
持
っ
て
い
な
い
。
大
半
の
道
士
を
蔑
視
し
て
い
た
と
言
っ
て

も
よ
く
、
前
述
の
人
々
は
そ
の
中
で
も
例
外
的
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
唐
以
降
の
道
教
の
歴
史
に
つ
い
て
、
彼
は
以
下
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
。

〔
宋
初
以
来
〕
二
、
三
百
年
の
問
、
徽
宗
の
治
世
の
終
わ
り
に
は
、
道
教
の
弊
害
は
極
め
て
大
き
く
な
っ
た
。
道
士
た
ち
に
対
し
て
(234) 



官
庁
は
詔
令
を
与
え
、
散
郎
や
大
夫
〔
の
地
位
と
同
等
〕
と
見
な
し
、
肩
書
き
を
歴
任
し
て
省
や
寺
〔
と
い
う
官
庁
の
区
別
〕
は
な
か
(233) 

っ
た
。
お
よ
そ
死
後
の
報
い
が
警
告
す
る
と
こ
ろ
や
、
未
来
の
幸
福
が
開
く
と
こ
ろ
（
因
果
応
報
に
関
す
る
教
説
）
と
い
え
ば
、
仏
門

が
以
前
に
述
べ
て
い
る
こ
と
を
見
て
、
こ
れ
を
例
に
挙
げ
て
い
た
。
始
め
は
高
潔
で
あ
ろ
う
と
し
て
最
後
は
高
潔
な
人
々
が
卑
し
む
と

こ
ろ
と
な
り
、
始
め
は
奇
異
な
こ
と
を
行
お
う
と
し
て
、
に
わ
か
に
奇
異
な
こ
と
に
溺
れ
た
。
道
教
徒
の
う
ち
俗
世
間
を
離
れ
て
遊
ぶ

高
徳
の
者
が
い
れ
ば
、
〔
こ
の
よ
う
な
道
士
た
ち
を
〕
厭
が
っ
て
彼
ら
の
も
と
を
去
っ
た
。
（
二
三
百
年
之
問
、
至
宣
政
之
季
、
而
其
倣

極
。
黄
冠
之
流
、
官
給
命
書
、
以
散
郎
典
大
夫
之
目
、
循
歴
資
級
、
無
別
省
寺
。
凡
冥
報
之
所
警
、
後
一
晴
之
所
開
、
則
覗
桑
門
所
前

有
者
而
例
奉
之
。
始
欲
篤
高
市
終
矯
高
所
卑
、
始
欲
矯
怪
而
卒
潟
怪
所
溺
。
其
徒
有
高
奉
遠
引
者
、
亦
厭
而
去
之
。
）

巻
三
十
五
「
紫
微
観
記
」
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道
教
徒
は
政
府
の
庇
護
の
下
で
政
府
に
た
か
る
だ
け
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
教
説
さ
え
も
確
固
た
る
も
の
は
な
く
、
因
果
応
報
を
説
く
の
に

仏
教
の
教
え
を
拝
借
し
て
い
る
と
見
る
。
そ
し
て
振
る
舞
い
は
卑
し
く
、
怪
し
げ
な
術
に
耽
溺
し
、
道
士
の
う
ち
で
真
に
高
徳
の
者
は
、
彼

ら
を
忌
避
し
た
と
述
べ
る
。

そ
し
て
新
興
の
全
真
教
は
こ
の
よ
う
な
旧
来
の
道
士
た
ち
と
異
な
る
集
団
で
あ
る
と
し
、
そ
の
特
徴
を
以
下
の
点
に
見
出
し
て
い
る
。

清
浄
情
淡
の
説
に
基
づ
き
、
道
士
の
祈
祷
や
ま
じ
な
い
の
よ
う
な
で
た
ら
め
な
行
い
は
な
い
。
禅
宗
の
坐
禅
の
よ
う
な
修
養
を
行
い
、

僧
侶
が
戒
律
に
縛
ら
れ
る
苦
し
さ
は
な
い
。
畑
を
耕
し
井
戸
を
掘
り
、
自
分
の
身
を
自
分
で
養
い
、
余
り
が
有
れ
ば
こ
れ
を
他
者
に
施

す
。
世
間
の
色
々
な
人
々
を
保
護
し
、
〔
そ
の
教
え
は
〕
や
や
簡
便
な
よ
う
で
あ
る
の
で
、
無
気
力
な
人
々
が
集
ま
っ
て
こ
れ
に
付
き



従
っ
た
。
（
本
於
淵
静
之
説
、
而
無
黄
冠
穣
蛤
之
妄
。
参
以
鵡
定
之
習
、
而
無
頭
陥
縛
律
之
苦
。
耕
田
撃
井
、
従
身
以
自
養
、
推
有
徐

以
及
之
人
。
親
世
間
擾
擾
者
、
差
若
省
便
然
、
故
堕
綴
之
人
翁
然
従
之
。
）

同
前

道
家
の
清
浄
を
重
視
す
る
考
え
に
基
づ
き
、
禅
の
修
養
法
を
採
り
入
れ
、
自
給
自
足
の
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
他
宗
教
の
要
素
を
採
り
入

れ
つ
つ
、
厄
除
け
の
祈
祷
や
ま
じ
な
い
な
ど
の
呪
術
行
為
を
廃
し
、
共
同
生
活
を
行
う
。
前
述
の
北
宋
末
の
怪
し
げ
な
道
士
た
ち
と
比
べ
れ

ば
確
か
に
刷
新
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

だ
が
こ
れ
ら
の
特
徴
が
生
み
出
し
た
、
教
団
の
抱
え
る
新
た
な
問
題
点
を
も
、
元
好
問
は
指
摘
す
る
。
禅
の
よ
う
な
厳
し
い
戒
律
も
な
く
、

さ
ら
に
は
食
を
確
保
で
き
る
と
あ
っ
て
、
さ
し
て
敬
度
な
宗
教
心
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
人
々
が
こ
の
教
団
に
流
れ
込
ん
で
い
る
、
と
。

モ
ン
ゴ
ル
の
侵
攻
以
前
か
ら
、
黄
河
の
氾
濫
な
ど
で
疲
弊
し
て
い
た
華
北
の
民
衆
に
と
っ
て
、
食
料
を
自
給
自
足
し
て
い
る
こ
の
集
団
が
大ーの－

変
魅
力
的
に
見
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
元
好
問
は
教
団
の
規
模
拡
大
の
原
因
を
そ
の
教
義
に
は
求
め
ず
、
極
め
て
現
実
的
な
分
析

を
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
他
に
も
、
様
々
な
事
情
を
持
っ
た
人
々
の
受
け
皿
と
し
て
、
教
団
が
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
前
述
の
孫
伯
英
も
官
憲
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
道
士
と
な
っ
た
。
同
様
に
信
仰
心
と
は
全
く
別
の
事
情
か
ら
教
団
に
入
っ
た
士
大
夫
層

も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
結
果
、
全
真
教
は
金
朝
の
領
域
の
大
半
に
広
ま
り
、
「
南
は
准
河
の
際
、
北
は
朔
漠
に
至
り
、
西
は
秦
に
向
か
い
、
東
は
海

に
向
か
う
（
南
際
准
、
北
至
朔
漢
、
西
向
秦
、
東
向
海
）
」
（
同
前
）
ま
で
、
至
る
所
に
全
真
教
徒
が
蔓
延
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
為
政
者
側

は
恐
怖
を
感
じ
、
後
漢
末
の
太
平
道
や
五
斗
米
道
と
同
様
に
見
な
し
て
、
全
真
教
を
禁
じ
た
こ
と
を
記
す
。

貞
祐
南
渡
以
降
は
多
く
の
民
衆
が
全
真
教
に
身
を
投
じ
た
。
彼
ら
は
統
治
能
力
を
喪
失
し
た
政
府
に
代
わ
る
、
新
た
な
庇
護
者
を
求
め
た
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だ
け
で
あ
っ
て
、
宗
教
的
な
動
機
に
乏
し
い
者
も
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。

(231) 

現
在
黄
河
よ
り
北
の
人
々
は
、
十
人
中
二
人
が
〔
全
真
教
に
〕
陥
っ
た
。
道
家
の
清
浄
括
淡
の
教
え
も
な
く
、
禅
の
修
養
も
な
く
、

い
わ
ゆ
る
仏
門
〔
の
教
え
を
〕
を
自
家
〔
の
教
え
〕

の
例
と
す
る
よ
う
な
者
が
、
両
方
と
も
い
る
。
北
宋
末
に
こ
の
よ
う
な
風
潮
を
嫌

っ
て
彼
ら
の
元
を
去
っ
た
〔
高
潔
な
道
士
の
〕
よ
う
な
事
は
見
ら
れ
ず
、
ま
し
て
や
黄
老
の
一
派
に
拠
っ
て
仙
人
と
な
る
人
物
を
、
得

る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
（
今
河
朔
之
人
、
什
二
矯
所
陥
没
。
無
淵
静
之
習
、
無
措
定
之
業
、
所
謂
奉
桑
円
以
自
例
者
、
則
兼
有
之
。

望
宣
政
之
季
厭
而
去
之
之
事
且
不
可
見
、
況
附
於
黄
老
家
数
以
震
列
仙
者
、
其
可
得
乎
。
）

同
前

不
安
定
な
社
会
の
元
で
拡
大
を
続
け
る
全
真
教
は
、
当
初
持
っ
て
い
た
革
新
性
を
大
半
の
信
徒
が
喪
失
し
、
旧
来
の
道
教
と
な
ん
ら
変
わ
り
-64-

が
な
い
状
況
に
逆
戻
り
し
た
。
北
宋
末
の
状
況
と
違
う
の
は
、
堕
落
し
た
全
真
教
を
見
限
っ
た
、
道
行
の
高
い
道
士
が
現
れ
な
い
こ
と
だ
け

で
あ
る
。
元
好
聞
は
全
真
教
を
観
察
し
、
当
時
の
実
情
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

六
、
全
真
教
道
士
へ
の
態
度

こ
の
よ
う
に
一
般
信
徒
に
対
し
て
非
常
に
批
判
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
が
、
教
団
首
脳
部
の
高
位
の
道
士
に
対
し
て
も
、
あ
ま
り
高
く

は
評
価
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
前
引
の
「
紫
微
観
記
」
で
も
、
全
真
教
の
開
祖
王
重
陽
や
そ
の
高
弟
に
対
し
て
「
成
陽
人
の
王
中
字
が

こ
れ
〔
全
真
教
〕
を
提
唱
し
、
語
・
馬
・
丘
・
劉
な
ど
の
人
々
が
こ
れ
に
付
き
従
っ
た
（
成
陽
人
王
中
字
信
之
、
謹
・
馬
・
正
・
劉
諸
人
和

之
）
」
と
敬
称
を
付
け
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
文
章
で
も
、
全
真
教
の
最
高
位
に
位
置
す
る
人
々
を
ほ
ぼ
呼
ぴ
捨
て
に
し
て
い
る
。
も
う
一



例
を
挙
げ
る
。

修
武
清
真
観
は
〔
聯
城
〕
県
の
北
馬
坊
に
あ
り
、
全
真
教
徒
が
丘
尊
師
の
た
め
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
大
定
の
初
め
、
丘
は
東
莱

か
ら
西
に
向
か
っ
て
関
中
に
入
り
、
橋
渓
に
隠
棲
し
た
。
こ
こ
か
ら
十
数
年
出
ず
、
世
間
は
彼
を
有
道
の
者
だ
と
思
っ
た
。
：
・
貞
祐
四

年
（
二
二
六
）
、
丘
は
劉
志
敏
に
命
じ
て
〔
清
真
観
に
〕
住
ま
わ
せ
た
。
劉
は
当
県
の
人
で
、
丘
の
高
弟
で
あ
り
、
故
に
百
人
近
い

信
者
を
集
め
た
。
（
修
武
清
異
観
在
牒
北
馬
坊
、
全
員
諸
人
矯
丘
尊
師
之
所
建
者
。
大
定
初
、
丘
自
東
莱
西
入
閥
、
隠
於
播
渓
、
十
数

年
不
出
、
天
下
以
矯
有
道
者
。
：
・
貞
一
柘
丙
子
、
丘
命
劉
志
敏
来
居
。
劉
、
牒
人
、
丘
高
弟
也
、
故
衆
徒
至
百
人
。
）

巻
三
十
五
「
清
異
観
記
」

当
時
の
全
真
教
団
で
最
高
位
に
あ
っ
た
丘
処
機
（
長
春
真
人
）
を
、
冒
頭
で
は
「
丘
尊
師
」
と
呼
ん
で
は
い
る
が
、
以
降
は
全
て
「
丘
」
で

あ
る
。
こ
の
他
に
「
全
真
師
×
×
」
と
表
記
し
て
、
以
降
は
姓
名
を
呼
び
捨
て
る
と
い
う
書
き
方
も
多
い
。
道
士
に
限
ら
ず
あ
る
人
物
に
継

承
を
つ
け
る
か
否
か
は
、
当
然
な
が
ら
作
者
の
心
理
や
、
そ
の
人
物
と
の
関
係
が
反
映
さ
れ
る
。
例
え
ば
道
教
徒
と
の
関
係
が
深
く
、
元
好

聞
が
そ
の
言
葉
を
引
用
し
た
辛
患
の
文
章
で
は
、
全
真
教
の
指
導
者
に
対
し
て
敬
称
を
つ
け
て
い
る
。

い
み
な

大
師
は
誇
は
処
一
、
姓
は
王
氏
、
牟
平
の
人
で
あ
る
。
祖
師
重
陽
真
人
に
教
え
を
受
け
、
全
真
教
の
高
弟
と
な
り
、
郎
・
劉
・
語
・

馬
・
孫
・
郁
ら
の
大
仙
伯
た
ち
と
並
ん
で
有
名
で
あ
る
。
（
大
師
誇
慮
一
、
姓
王
氏
、
牟
平
人
、
受
道
於
組
師
重
陽
異
人
、
震
全
員
高

辛
思
「
険
州
重
修
雪
虚
観
碑
」

弟
、
輿
郎
・
劉
・
語
・
馬
・
孫
・
郁
諸
大
仙
伯
比
一
屑
知
名
。
）
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こ
の
文
章
と
比
較
す
る
と
、
元
好
聞
が
全
真
教
の
高
位
の
道
士
に
対
し
て
、
感
情
を
か
な
り
抑
制
し
た
筆
致
で
描
写
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。
批
判
の
言
葉
は
見
ら
れ
な
い
が
、
文
章
か
ら
は
彼
ら
に
対
す
る
尊
敬
が
今
ひ
と
つ
感
じ
ら
れ
な
い
。

但
し
沼
園
蟻
に
つ
い
て
は
必
ず
「
煉
師
」
と
い
う
敬
称
を
付
し
て
お
り
、
こ
れ
は
彼
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
沼
園
蟻
自

身
か
ら
撰
文
を
依
頼
さ
れ
た
「
太
古
観
記
」
（
巻
三
十
五
）
で
は
、
そ
れ
な
り
の
配
慮
し
て
「
丘
・
劉
・
謹
・
馬
の
諸
師
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
文
章
は
沼
の
師
で
あ
る
都
大
通
ゆ
か
り
の
道
観
で
あ
り
、
都
大
通
に
も
賞
賛
の
言
葉
を
惜
し
ま
な
い
。
当
然
こ
こ
で
は
沼
園
蟻
へ
の
配

慮
も
あ
っ
て
、
元
好
問
は
絶
賛
の
言
葉
を
並
べ
て
い
る
の
、
だ
ろ
う
。

こ
の
と
き
同
時
に
作
っ
た
「
太
古
堂
銘
」
で
は
都
大
通
の
見
識
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
大
多
数
の
道
士
に
対
し
て
批
判
の
言
葉
を
述

べ
て
い
る
。

都
大
通
真
人
は
平
生
「
易
』
の
学
問
に
造
詣
が
深
く
、
そ
れ
は
古
え
の
道
を
自
ら
誇
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
天
性
が
そ
う
さ
せ

た
の
だ
ろ
う
。
私
は
か
つ
て
〔
都
大
通
の
別
集
で
あ
る
〕
『
太
古
集
』
を
読
ん
だ
。
そ
の
論
の
非
常
に
優
れ
た
内
容
を
見
る
と
、
今
日

の
毛
皮
や
綿
入
れ
を
着
て
、
囚
人
や
喪
中
の
人
間
の
よ
う
に
身
な
り
を
構
わ
な
い
者
（
世
俗
に
ま
み
れ
た
道
士
）
が
万
に
一
つ
も
為
し

う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
（
異
人
平
生
篤
於
大
易
之
率
、
其
以
古
道
自
期
者
、
蓋
天
性
然
。
余
嘗
護
『
太
古
集
』
、
見
其
論
超
詣
、
非

今
日
披
委
擁
紫
、
囚
首
喪
面
者
之
所
可
高
一
。
）

巻
三
十
八
「
太
古
堂
銘
」

こ
こ
で
言
う
「
今
日
の
哀
を
披
て
袈
を
擁
い
、
囚
首
喪
面
せ
る
者
」
と
は
、
全
盲
一
（
教
以
外
に
も
、
広
く
道
教
一
般
の
道
士
に
対
す
る
言
葉
と
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も
受
け
取
れ
る
。
だ
が
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
道
教
教
団
で
は
全
真
教
が
最
も
優
勢
で
あ
り
、
元
好
問
自
身
も
「
河
朔
の
人
間
の
十

人
中
二
人
が
入
信
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
状
況
で
は
、
全
真
教
を
含
ん
で
い
な
い
と
は
解
釈
し
難
い
。
全
真
教
を
名
指
し
で
批
判
し
て
は

い
な
い
が
、
「
紫
微
観
記
」
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
全
真
教
信
徒
た
ち
の
現
状
を
、
暗
に
批
判
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七
、
全
真
教
に
対
す
る
評
価

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
冗
好
問
は
全
真
教
に
対
す
る
否
定
的
な
評
価
を
述
べ
る
一
方
、
混
乱
し
た
社
会
で
民
衆
を
救
済
す
る
た
め
に
、

彼
ら
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。

あ
あ
、
中
原
が
占
領
さ
れ
た
災
禍
の
後
、
既
に
歳
月
を
経
て
い
て
も
人
口
は
ま
だ
そ
の
半
分
も
回
復
し
て
い
な
い
。
お
ろ
お
ろ
と
為

す
術
も
な
く
一
緒
に
住
み
、
わ
ら
わ
ら
と
一
緒
に
歩
き
、
彼
ら
を
教
え
導
く
者
は
た
だ
全
真
教
だ
け
で
あ
る
。
（
鳴
呼
、
白
神
州
陸
沈

之
禍
之
後
、
生
来
己
久
而
未
復
其
半
。
量
貴
之
奥
居
、
浪
浪
之
奥
徒
、
震
之
教
者
濁
全
員
道
而
巳
。
）

巻
三
十
五
「
清
畳
一
観
記
」

だ
が
こ
の
文
の
直
後
か
ら
は
、
儒
家
の
立
場
か
ら
世
の
素
乱
を
嘆
い
て
い
る
。

以
前
試
み
に
こ
う
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
聖
人
が
天
下
や
後
世
を
憂
う
こ
と
は
深
い
。
人
々
が
怠
け
て
い
て
教
育
を
受
け
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
だ
か
ら
そ
の
た
め
に
士
農
工
商
の
四
民
を
立
て
、
三
綱
五
常
の
道
徳
規
範
を
定
め
た
の
だ
。
・
：
〔
こ
れ

ら
の
教
え
は
〕
百
世
千
世
万
世
に
至
っ
て
も
変
え
て
は
い
け
な
い
。
（
嘗
試
言
之
、
聖
人
之
憂
天
下
後
世
深
失
、
百
姓
不
可
以
逸
居
而
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無
教
、
故
潟
之
立
四
民
、
建
三
綱
五
常
0

・
：
至
百
世
千
世
高
世
而
不
可
愛
。
）

儒
家
的
な
倫
理
綱
常
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
、
省
略
し
た
筒
所
に
お
い
て
も
治
々
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
永
久
不
変
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
、
彼
の
確
固
た
る
認
識
を
提
示
す
る
。
こ
の
よ
う
に
儒
教
の
立
場
か
ら
発
言
す
る
こ
と
は
、
仏
教
に
関
す
る
文
章
と
同
様
の
傾

向
で
あ
る
。

だ
が
こ
れ
ら
の
聖
人
の
教
え
が
久
し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
を
、
元
好
聞
は
天
意
で
あ
る
と
考
え
る
。

道
が
行
な
わ
れ
る
か
否
か
、
こ
れ
は
全
て
天
意
に
よ
る
。
今
、
〔
学
問
を
教
え
る
〕
師
弟
の
官
職
と
〔
学
問
を
学
ぶ
〕
士
大
夫
の
業

が
廃
れ
て
も
う
す
ぐ
三
十
年
に
な
ろ
う
と
し
、
寒
さ
に
震
え
る
者
に
必
ず
し
も
衣
服
は
な
く
、
飢
え
た
者
に
必
ず
し
も
食
べ
る
も
の
は

な
い
。
世
の
道
理
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
天
意
で
は
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
（
道
之
行
輿
否
、
皆
蹄
之
天
。

今
師
徒
之
官
輿
士
之
業
廃
者
持
三
十
年
、
寒
者
不
必
衣
、
市
銭
者
不
必
食
、
蓋
理
有
不
可
暁
者
、
畳
非
天
耶
。
）

そ
し
て
全
真
教
が
多
く
の
民
衆
を
集
め
、
狂
暴
愚
昧
な
者
を
教
化
し
、
混
乱
し
た
社
会
を
安
定
さ
せ
た
の
も
、
同
様
に
天
意
と
見
な
す
。

道
教
の
教
徒
は
世
の
中
の
十
人
中
二
人
に
達
し
、
勢
い
は
隆
盛
で
、
海
や
山
を
揺
り
動
か
し
、
荒
々
し
く
狂
暴
で
無
知
蒙
昧
な
輩
で

も
、
み
な
彼
ら
と
共
に
教
化
さ
れ
た
。
殺
意
は
腐
っ
た
毒
の
よ
う
で
、
疑
っ
て
辺
り
を
見
回
し
、
製
肘
さ
れ
て
自
由
に
動
け
な
い
か
の

ょ
う
で
あ
る
。
父
は
子
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
兄
は
弟
に
勝
つ
こ
と
が
出
来
ず
、
礼
や
義
は
事
物
の
根
本
を
規
定
す
る
こ
と

同
前
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が
な
く
、
刑
罰
は
事
物
の
末
端
を
懲
ら
し
め
る
こ
と
が
な
い
。

い
わ
ゆ
る
全
真
教
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
破
壊
さ
れ
て
治
ま
ら
な
い
あ
と

〔
の
世
の
中
〕
で
、
殺
意
が
燃
え
さ
か
っ
て
大
き
な
火
を
集
め
た
か
の
よ
う
な
状
況
を
救
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
撲
滅
す
る
こ
と
に

努
め
て
い
る
。
あ
あ
、
ど
う
し
て
天
意
で
は
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
（
黄
冠
之
人
十
分
天
下
之
二
、
撃
焔
隆
盛
、
鼓
動
海
岳
、
難
凶

暴
鷲
惇
、
甚
愚
無
関
知
之
徒
、
皆
輿
之
倶
化
。
街
鋒
茄
毒
、
遅
回
顧
崎
、
若
有
物
製
之
而
不
得
逗
。
父
不
能
召
其
子
、
兄
不
能
克
其
弟
、

櫨
義
無
以
制
其
本
、
刑
罰
無
以
懲
其
末
。
所
謂
全
員
家
者
、
乃
能
救
之
蕩
然
大
壊
不
牧
之
後
、
殺
心
蟻
然
如
大
火
衆
、
力
矯
撲
滅
之
。

鳴
呼
、
量
非
天
耶
。
）

つ
ま
り
全
真
教
が
果
た
し
て
い
る
社
会
的
機
能
は
、
天
が
然
ら
し
め
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
沼
園
犠
ら
上
層
部
の
布
教
活
動
や
、
全
真

教
の
教
理
や
教
団
の
力
で
あ
る
と
は
考
え
ず
、
そ
の
盛
行
が
彼
ら
自
身
の
努
力
に
よ
る
も
の
と
は
認
め
て
い
な
い
。
先
に
引
用
し
た
文
章
で

は
、
教
義
の
簡
便
さ
な
ど
に
よ
っ
て
様
々
な
人
々
が
流
入
す
る
教
団
の
現
状
を
、
冷
徹
に
観
察
し
て
い
た
。
だ
が
こ
の
文
章
で
は
そ
れ
ら
の

考
察
を
放
棄
し
て
、
天
と
い
う
超
自
然
的
な
存
在
に
そ
の
原
因
を
求
め
て
い
る
。
元
好
聞
は
儒
者
と
し
て
、
「
凶
暴
鷲
惇
、
甚
だ
愚
に
し
て

聞
知
無
き
の
徒
」
が
集
ま
る
教
団
の
長
所
を
、
あ
ま
り
評
価
す
る
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
文
章
か
ら
は
全
真
教
の
隆
盛
を
積
極
的
に
は
評
価
し
て
い
な
い
様
子
が
窺
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
元
好
聞
は
教
団
首
脳

部
に
対
し
て
特
別
な
敬
意
は
払
っ
て
お
ら
ず
、
教
団
内
部
に
お
け
る
彼
ら
の
活
動
に
も
興
味
を
示
し
て
い
な
い
。
民
衆
の
大
半
が
帰
依
し
て

い
る
現
状
も
、
彼
ら
指
導
層
の
努
力
の
結
果
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
活
固
蟻
と
い
う
傑
出
し
た
人
物
を
高
く
評
価
す
る
の
み
で
、
教
団
に

お
け
る
沼
園
犠
の
活
動
に
関
し
て
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。

一
部
の
人
物
に
は
全
真
教
の
長
所
を
見
出
し
つ
つ
も
、
全
真
教
の
教
団
全
体

に
対
し
て
は
、
限
定
的
な
評
価
を
与
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

同
前
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八
、
お
わ
り
に

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
元
好
聞
は
道
教
に
対
す
る
知
識
を
有
す
る
一
方
で
、
そ
の
教
え
に
帰
依
し
て
は
い
な
い
。
彼
ら
の
儀
礼
に
対

し
で
も
関
心
が
薄
く
、
そ
の
様
子
を
文
集
中
に
記
述
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
は
、
仏
教
に
対
す
る
姿
勢
と
同
様
で
あ
る
。
だ
が
道
士
と
の
交

遊
は
、
詩
文
の
唱
酬
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
交
遊
が
あ
っ
た
道
士
全
て
に
共
通
す
る
話
題
が
な
い
点
に
お
い
て
、
僧
侶
と
の
交
遊
と
は
多

少
異
な
る
要
素
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
教
義
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
い
う
、
先
に
見
た
「
太
古
観
記
」
の
記
述
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て

道
教
に
対
し
て
仏
教
以
上
の
関
心
を
示
し
て
い
た
と
ま
で
は
言
い
難
い
。
元
好
聞
が
族
兄
寂
然
に
尋
ね
た
の
は
全
真
教
の
教
義
に
つ
い
て
で

あ
り
、
こ
の
新
興
の
宗
派
に
関
す
る
知
識
が
乏
し
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

道
教
全
般
に
対
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
か
は
判
断
し
難
い
が
、
全
真
教
に
つ
い
て
は
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
仏
教
に
関
す
る
文
章
で
は
、
詩
文
に
関
す
る
内
容
や
僧
侶
の
人
柄
に
つ
い
て
の
記
述
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
民
間
の
在
家
信

者
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
述
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
全
真
教
に
つ
い
て
は
、

一
般
信
徒
の
実
情
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
お
り
、
当
時
の

全
真
教
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

元
好
聞
は
従
来
「
三
教
兼
通
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
も
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
彼
の
思
想
は
一
貫
し
て
儒
教
に
あ
り
、
時
期
や
作

品
に
よ
っ
て
動
揺
す
る
こ
と
は
一
切
無
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
宗
教
者
と
の
交
遊
に
は
、
宗
教
的
色
彩
が
非
常
に
乏
し
い
。
寺
院
や
道
観
に

起
居
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
行
わ
れ
た
宗
教
儀
礼
や
行
事
に
つ
い
て
は
、
全
く
記
録
し
て
い
な
い
。
元
好
問
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
場
所
は
宿

泊
場
所
で
あ
り
、
友
人
と
会
う
場
所
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
事
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
証
左
で
あ
ろ
う
。

元
好
聞
が
詩
文
の
中
で
、
自
ら
が
仏
教
徒
や
道
教
徒
で
あ
る
か
の
よ
う
な
言
葉
を
使
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
極
め
て
表
面
的
な
振
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る
舞
い
に
過
ぎ
な
い
。
思
想
の
根
底
に
は
儒
者
と
し
て
の
視
点
が
、
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
視
点
は
、
仏
教
や
道
教
に

関
す
る
文
章
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
中
で
し
ば
し
ば
儒
家
の
倫
理
道
徳
を
説
い
て
し
ま
う
。
特
に
世
を
救
う
こ
と
に
つ

い
て
は
儒
家
の
み
が
な
し
得
る
と
い
う
、
揺
る
ぎ
な
い
信
念
を
抱
い
て
い
た
。
常
に
儒
教
の
観
点
に
立
ち
つ
つ
、
仏
道
二
教
の
知
識
も
有
し

て
い
た
と
い
う
の
が
、
よ
り
妥
当
な
評
価
で
あ
ろ
う
。
三
教
全
て
を
受
容
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
従
来
の
元
好
問
像
は
、

そ
の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
仏
教
・
道
教
は
元
好
問
の
行
動
指
針
と
は
な
り
得
ず
、
こ
れ
ら
を
信
仰
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
知
識
と
し
て

そ
の
思
想
や
哲
学
を
学
び
、
文
学
理
論
や
詩
文
の
修
辞
に
お
い
て
、
影
響
を
受
け
て
い
る
と
舌
早
え
る
だ
ろ
う
。

日
注

(1
) 

(2
) 

『
悌
教
血
ハ
遼
金
元
文
化
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
第
二
七
一
頁
i

二
七
八
頁
、
香
港
能
仁
書
院
、
二
O
O
五
年
十
月
。

銚
集
中
、
王
編
・
李
正
民
増
訂
『
元
好
問
全
集
』
（
増
訂
本
）
巻
三
十
五
「
朝
元
観
記
」
、
巻
三
十
七
「
陶
然
集
詩
序
」
。
山
西
古
籍
出
版
社
、
二

O
O
四
年
版
。
以
下
、
元
好
問
の
作
品
は
全
て
本
書
に
拠
る
。

（3
）
同
前
書
巻
四
十
「
外
家
別
業
上
梁
文
」
。

（4
）
部
経
『
陵
川
集
』
（
『
四
部
叢
刊
』
本
）
巻
三
十
五
「
遺
山
先
生
墓
銘
」
に
、
「
女
三
人
、
・
：
次
矯
女
冠
」
と
あ
る
。
元
好
問
の
詩
文
中
に
次
女

元
厳
の
名
は
四
箇
所
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
女
冠
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
。

（5
）
孫
伯
英
（
一
一
八
0
1

一
二
三
O
）
は
太
学
時
代
に
雷
淵
・
辛
思
ら
と
交
遊
が
あ
り
、
当
時
の
名
士
だ
っ
た
高
庭
玉
の
門
に
学
ん
だ
。
後
に

高
庭
玉
に
反
意
あ
り
と
い
う
謹
告
が
あ
り
、
雷
淵
・
辛
思
ら
数
名
が
連
座
し
て
投
獄
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
事
実
無

根
で
あ
る
と
分
か
り
彼
ら
は
釈
放
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
孫
伯
英
は
官
憲
の
手
を
逃
れ
る
た
め
に
、
王
守
素
と
名
乗
っ
て
道
士
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
は
『
元
好
問
全
集
』
巻
三
十
一
「
孫
伯
英
墓
銘
」
な
ど
に
詳
し
い
。
そ
の
詩
は
『
中
州
集
』
巻
九
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（6
）
秦
志
安
（
一
一
八
八
i

一
一
一
四
四
）
、
字
は
彦
容
、
号
は
通
真
子
。
全
真
教
の
道
士
。
正
大
年
間
に
父
秦
略
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
嵩
山
の
少
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室
山
に
遊
ん
だ
。
全
真
教
の
教
団
史
で
あ
る
『
金
蓮
正
宗
記
』
を
著
す
な
ど
、
道
教
史
上
に
名
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
事
跡
、
及
び

彼
の
祖
父
・
父
に
つ
い
て
は
『
元
好
問
全
集
』
巻
三
十
一
「
通
真
子
墓
碕
銘
」
に
詳
し
い
。

（7
）
『
元
好
問
全
集
』
巻
三
十
一
「
孫
伯
英
墓
銘
」
。

（8
）
秦
略
は
西
渓
道
人
と
号
し
て
お
り
、
巻
二
「
寄
英
騨
師
、
師
時
住
龍
門
賓
磨
寺
」
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
彼
に
送
っ
た
詩
と
し
て
巻
五

「
送
詩
人
秦
略
簡
夫
蹄
蘇
墳
別
業
」
が
あ
る
。
元
好
間
は
彼
の
父
と
も
面
識
が
あ
っ
た
。
巻
三
十
一
「
通
員
子
墓
砲
銘
」
に
「
往
、
予
先
君
子

令
陵
川
、
予
始
成
童
、
及
識
通
異
子
之
大
父
。
閑
居
山
松
山
、
輿
西
渓
翁
矯
詩
酒
之
友
者
十
五
年
。
通
異
子
以
世
契
之
故
、
血
〈
予
道
相
合
而
意

相
得
也
」
と
あ
る
。

（9
）
王
渥
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
も
「
嵩
前
の
諸
剃
」
を
巡
る
つ
い
で
に
、
休
憩
の
た
め
立
ち
寄
っ
た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
『
中
州
集
』
巻
六
、

王
渥
「
送
裕
之
還
嵩
山
」
附
録
の
文
章
に
「
興
定
庚
辰
夏
六
月
望
、
予
輿
元
好
問
・
超
郡
・
李
献
能
同
遊
玉
華
谷
、
又
勝
歴
山
松
前
諸
利
、
因

憩
於
少
摸
廟
」
と
あ
る
。

（ω
）
当
時
南
宋
に
降
っ
た
叛
乱
集
団
が
北
上
し
て
勢
力
を
振
る
っ
て
い
た
。
厳
実
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
協
力
し
て
よ
う
や
く
こ
れ
を
破
り
、
東
平
を

中
心
と
し
た
地
域
の
支
配
権
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
と
き
に
、
活
固
蟻
を
迎
え
て
い
る
。
三
浦
秀
一
『
中
国
心
学
の
稜
線
元
朝
の
知
識
人
と

儒
道
仏
三
教
』
（
研
文
出
版
社
、
二O
O
三
年
）
第
二
章
「
金
元
の
際
の
全
真
教
」
参
照
。

（
日
）
金
末
元
初
の
道
士
が
詩
文
を
作
れ
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
の
道
教
は
混
乱
し
た
社
会
状
況
の
元
で
、
少
な
か
ら
ぬ
士

大
夫
層
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
全
真
教
は
多
く
の
儒
者
が
入
信
し
て
道
士
と
な
っ
て
い
る
（
李
豊
林
「
元
遺
山
輿
全
員
道
｜
｜
兼

論
其
道
教
観
」
参
照
。
『
紀
念
元
好
問
八
百
年
誕
辰
学
術
検
討
会
論
文
集
』
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
。
彼
ら
は
金
朝
の
詞
賦
重
視
の

科
挙
制
度
の
も
と
で
教
育
を
受
け
て
お
り
、
詩
文
の
創
作
に
関
し
て
は
充
分
に
訓
練
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ロ
）
『
元
好
問
全
集
』
巻
一
一
一
「
覚
神
宥
何
道
士
古
銅
爵
」
、
及
び
巻
四
十
五
『
績
夷
堅
士
山
』
一
、
「
李
書
一
病
目
」
参
照
。

（
日
）
巻
二
「
九
日
讃
書
山
、
用
陶
詩
『
露
凄
賠
一
風
息
、
気
清
天
蹟
明
』
矯
韻
、
賦
十
詩
」
其
の
十
に
「
紫
微
老
仙
伯
、
少
日
見
承
平
。
甲
子
五
百

館
、
隻
瞳
益
清
明
。
・
：
看
翁
九
節
杖
、
閥
閥
上
帰
牒
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
劉
紫
微
を
形
容
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
仙
伯
」
（
仙
人
の
長
）
、

「
九
節
杖
」
（
仙
人
の
持
つ
杖
）
な
ど
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。

（
叫
）
巻
十
三
「
宗
人
明
道
老
師
潅
軒
」
二
首
其
の
一
に
「
莫
問
軒
中
賓
輿
、
玉
、

測
さ
れ
る
。
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一
家
同
是
瀦
州
元
」
と
あ
り
、
具
体
的
な
血
縁
関
係
は
な
い
と
推



（
日
）
宗
教
者
で
以
外
で
も
、
元
好
聞
が
詩
文
を
能
く
し
な
い
人
物
と
親
し
く
交
遊
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
少
な
い
。
庇
護
者
と
相
互
の
詩
の
や
り

と
り
を
せ
ず
に
付
き
合
う
（
元
好
聞
か
ら
一
方
的
に
贈
る
）
こ
と
は
あ
る
が
、
友
人
は
そ
の
身
分
が
士
大
夫
・
膏
吏
・
処
士
な
ど
に
関
わ
ら

ず
、
ほ
ほ
全
員
詩
を
作
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
そ
の
交
遊
が
十
年
以
上
に
渡
っ
た
友
人
の
な
か
で
、
活
固
犠
は
唯
一
詩
文
の
唱
酬
を
し
て
い

な
い
人
物
で
あ
る
。

（M山
）
閤
鳳
梧
主
編
『
全
遼
金
文
』
第
二
八
二
八1
二
八
三
O
頁
。
山
西
古
籍
出
版
社
、
二
O
O
二
年
版
。

（
打
）
金
朝
が
全
真
教
を
禁
じ
た
こ
と
は
、
『
金
史
』
巻
九
「
章
宗
本
紀
こ
明
昌
元
年
十
一
月
の
項
に
も
見
え
る
。

（
同
）
『
全
遼
金
文
』
第
二
七
六
回1
二
七
六
六
頁
。
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